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道
筋
つ
け
豊
口
会
長
が
退
任

新
会
長
に
町
田
睿
氏
内
定

　

昨
年
、
約
50
年
ぶ
り
に
開
腹
手

術
を
受
け
た
が
、
術
後
の
痛
み
緩

和
ケ
ア
の
充
実
ぶ
り
に
は
、
大
い

に
驚
く
と
と
も
に
、
大
変
感
謝
も

し
た
。
昔
は
、
術
後
3
日
間
は
激

痛
に
襲
わ
れ
た
が
、
今
回
は
痛
み

を
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
ど
ん
な
疾
患
で
も
、
病
気

の
症
状
で
一
番
つ
ら
い
の
は
痛
み

だ
か
ら
、
無
痛
化
の
長
足
の
進
歩

は
患
者
と
し
て
は
大
歓
迎
で
あ
る

▼
50
年
前
の
上
京
に
は
、
最
速
の

特
急
で
も
8
時
間
を
要
し
、
最
後

は
尻
が
痛
く
な
っ
て
き
た
も
の
だ

が
、
現
在
は
新
幹
線
で
4
時
間
を

切
る
。
冷
暖
房
の
完
備
で
、
ア
セ

モ
、
ア
カ
ギ
レ
等
は
死
語
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
科
学
技
術
の
進
歩
は

わ
れ
わ
れ
に
快
適
さ
を
も
た
ら

し
、
社
会
全
体
を
急
速
に
無
痛
化

し
た
の
で
あ
る
▼
一
方
で
、
そ
れ

に
伴
う
弊
害
も
顕
在
化
し
て
き

た
。
地
球
温
暖
化
な
ど
目
に
見
え

る
現
象
の
ほ
か
、
快
適
、
安
楽
な

ど
が
も
た
ら
す
精
神
的
な
側
面
も

看
過
で
き
な
い
。
困
難
を
克
服
し

て
い
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
「
生
き

る
喜
び
」
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
見
え
、
そ
れ
は
、
ひ
い
て
は

人
間
の
生
命
力
全
体
の
減
衰
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

無
痛
化
社
会
の
あ
り
方
に
、
哲
学

的
な
考
察
を
加
え
る
べ
き
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
天
上

下

TEN
JO

TEN
GE

　

豊
口
祐
一
同
窓
会
長
（
昭
和
34
卒
）
が
今
期

限
り
で
退
任
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
後
任
に

は
町
田
睿
氏
（
昭
和
31
卒
）
が
内
定
し
た
。
こ

れ
は
4
月
28
日
に
秋
田
市
の
協
働
大
町
ビ
ル
で

開
か
れ
た
平
成
26
年
度
同
窓
会
理
事
会
に
会
長

交
代
人
事
が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
た
も
の
。
会

則
第
6
条
の
定
め
に
従
い
、
正
式
に
役
員
人
事

が
決
ま
る
の
は
6
月
15
日
開
催
の
総
会
と
な

る
。

　

豊
口
会
長
は
昨
年
9
月
の
運
営
委
員
会
で
今

期
限
り
の
退
任
を
表
明
し
、
こ
れ
を
受
け
て
次

期
会
長
候
補
を
選
ぶ
選
考
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
。
同
委
員
会
で
人
選
を
進
め
た
結
果
、
町
田

氏
を
第
10
代
会
長
に
推
薦
す
る
こ
と
で
一
致

し
、
同
氏
か
ら
も
前
向
き
な
回
答
を
得
て
い

た
。
4
月
の
理
事
会
の
席
上
、
豊
口
会
長
は
任

期
満
了
を
迎
え
る
今
期
限
り
で
退
任
す
る
意
向

を
あ
ら
た
め
て
表
明
し
、
2
期
6
年
に
わ
た
る

在
任
期
間
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。
「
長
年
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
っ
た
会
則

や
諸
規
程
を
時
代
に
即
し
た
も
の
に
見
直
し
大

幅
に
改
定
し
た
ほ
か
、
同
窓
会
組
織
の
活
性
化

と
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
た
。
会
員
の
協
力

で
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し

て
い
る
。
次
に
つ
な
げ
る
道
筋
が
見
え
た
の
を

機
に
新
た
な
人
材
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
と
思

う
」

　

豊
口
会
長
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
選
考
委
員

会
の
推
薦
と
運
営
委
員
会
の
審
議
を
経
て
次
期

会
長
候
補
に
名
前
が
挙
が
っ
た
町
田
睿
氏
の
推

薦
に
同
意
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
出
席
者
か

ら
異
議
は
な
く
、
満
場
の
拍
手
で
町
田
氏
を
新

会
長
候
補
と
し
て
6
月
の
通
常
総
会
に
提
案
す

る
こ
と
を
了
承
し
た
。
こ
の
ほ
か
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
、
藤
盛
節
子
副
会
長
と
高

橋
正
毅
監
事
の
退
任
を
了
承
、
こ
の
う
ち
高
橋

監
事
の
後
任
に
は
、
運
営
委
員
会
の
推
薦
ど
お

り
佐
藤
隆
夫
氏
（
昭
和
50
卒
）
を
推
す
こ
と
が

満
場
の
拍
手
で
決
ま
っ
た
。
高
橋
貢
前
校
長
は

参
与
に
就
任
し
た
。

　

ま
た
、
理
事
会
に
は
平
成
25
年
度
決
算
と
平

成
26
年
度
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
理
事
会
は
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　

こ
の
う
ち
予
算
案
は
名
簿
会
計
を
廃
止
し

て
一
般
会
計
に
組
み
入
れ
た
結
果
、
総
額
で

2
千
4
4
0
万
円
と
過
去
最
大
の
規
模
に
な
っ

た
。
こ
の
ほ
か
今
回
の
理
事
会
に
は
、
学
校
創

立
1
4
0
周
年
記
念
募
金
を
原
資
と
す
る
秋
田

高
校
教
育
振
興
基
金
を
設
置
す
る
た
め
の
「
教

育
振
興
基
金
管
理
規
程
」
の
新
設
が
提
案
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。
同
基
金
は
母
校
生
徒
の
教
育
振

興
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
会
則
・
規
程
の
一
部
改
定
も
議
題
に

の
ぼ
っ
た
。
こ
の
う
ち
3
年
前
に
広
報
委
員
会

の
付
属
機
関
的
な
組
織
と
し
て
発
足
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
を
常
置
委
員
会
に
昇
格
さ
せ

る
提
案
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
各
常
置
委
員
に
任
期
を
設
け
3
年
と

す
る
ほ
か
、
特
別
委
員
会
の
委
員
選
出
方
法
を

常
置
委
員
会
の
委
員
選
出
方
法
に
合
わ
せ
る
改

定
案
が
了
承
さ
れ
た
。
出
張
旅
費
を
実
費
支
給

と
す
る
財
務
規
程
改
定
案
も
承
認
さ
れ
た
。

　

新
会
長
に
内
定
し
た
町
田
睿
（
ま
ち
だ
・
さ

と
る
）
氏
は
秋
田
市
出
身
で
昭
和
37
年
、
東
京

大
学
法
学
部
を
卒
業
後
富
士
銀
行
に
入
行
。
昭

和
63
年
同
行
市
場
開
発
部
長
、
64
年
取
締
役
総

合
企
画
部
長
、
平
成
3
年
常
務
取
締
役
を
経
て

平
成
6
年
に
荘
内
銀
行
代
表
取
締
役
副
頭
取
に

転
出
し
た
。
同
行
代
表
取
締
役
頭
取
に
は
翌
平

成
7
年
に
就
任
し
て
い
る
。
平
成
21
年
に
は
荘

内
銀
行
と
北
都
銀
行
と
の
資
本
提
携
に
踏
み
切

り
、
北
都
銀
行
取
締
役
会
長
に
就
任
す
る
と
と

も
に
、
金
融
持
ち
株
会
社
フ
ィ
デ
ア
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
兼
取
締
役
会
議
長
と
し
て

グ
ル
ー
プ
全
体
の
か
じ
取
り
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
。事

務
局
長
に
佐
藤
英
明
氏
就
任

　

空
席
と
な
っ
て
い
た
同
窓
会
事
務
局
長
に

は
、
昨
年
4
月
か
ら
事
務
局
長
補
佐
と
し
て

1
4
0
周
年
記
念
事
業
を
中
心
に
実
務
に
あ

た
っ
て
き
た
佐
藤
英
明
氏
（
昭
和
46
卒
）
が
4

月
1
日
付
け
で
昇
格
、
堅
実
な
事
務
処
理
で
手

腕
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。
佐
藤
氏
は
平
成
24
年
度
末
ま
で
教
職

に
あ
り
、
秋
田
市
立
桜
小
学
校
教
頭
を
最
後
に

退
職
し
た
。

次期会長に内定した
町田 睿氏
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会
長
退
任
に
寄
せ
て�

豊
口 

祐
一
（
昭
和
34
卒
）

母
校
校
長
に
伊
藤
成
年
氏

ト
ッ
プ
交
代
３
年
ぶ
り

国
文
祭
記
念
全
国
支
部

交
流
会
開
催
へ

　

平
成
26
年
度
の
県
教
委
定
期
人
事
異
動
で
母
校
の
校
長
が
交
代
し

た
。
3
年
間
に
わ
た
っ
て
母
校
運
営
の
か
じ
取
り
を
担
っ
た
高
橋
貢
校

長
（
昭
和
47
卒
）
が
定
年
に
よ
り
退
任
、
後
任
に
は
秋
田
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
伊
藤
成
年
氏
（
昭
和
49
卒
）
が
就
任
し
た
。
ま

た
、
同
時
に
事
務
長
も
松
田
治
氏
か
ら
畠
山
傳
儀
氏
に
代
わ
っ
た
。
母

校
関
係
の
教
職
員
の
異
動
は
次
の
と
お
り
。

　

東
京
秋
田
県
人
会
は
10
月
4
日
の
国
民
文
化
祭
開
会
式
に
あ
わ
せ
、

秋
田
新
幹
線
こ
ま
ち
の
臨
時
列
車
１
編
成
を
貸
し
切
り
秋
田
に
集
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
秋
田
高
校
東
京
同
窓
会
の
会
員
も
30
人
程
度
が
参
加
予

定
で
す
。

　

東
京
同
窓
会
か
ら
は
こ
の
機
会
に
秋
田
県
内
外
の
各
支
部
と
交
流
を

さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
運
営
委
員
会
で
検
討
し
た
結

果
、
10
月
5
日
（
日
）
の
夕
刻
か
ら
国
文
祭
記
念
全
国
支
部
交
流
会
を

開
催
す
る
方
向
で
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
承
認
を
得
た
後
に
詳
細
を
詰
め
、
7
月
中
に
各
支
部
に
案
内

を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

退
職
校 長 高橋　　貢
主幹兼事務長 松田　　治

転
　
出
　

十和田高　教頭 片岡　俊仁（教頭）

秋田西高事務長 後藤　　進（事務長補佐）

角館高（定）　教頭 小松　弘樹（教諭）

男鹿工業高 吉原　東吾（教諭）

男鹿工業高 近藤　周平（教諭）

秋田中央高 森元　弘毅（教諭）

秋 田 北 高 萩庭千加子（養護教諭）　

新 屋 高 三浦　竹寛（技能主任）

湯 沢 高 山﨑　　洵（臨時講師）

転
　
入

校 長 伊藤　成年（県総合教育センター所長）

主幹兼事務長 畠山　傳儀（県教育庁義務教育課主幹）

教 頭 猪股　清子（秋田北高）

教 諭 物部　長幸（秋田南高）

教 諭 佐藤　栄幸（金足農業高）

養 護 教 諭 浮田　元子（秋田商業高）

事務長補佐 吉岡　智弘（県医務薬事課副主幹）

技 能 主 任 長澤　健三（男鹿工業高）

臨 時 講 師 渡部　　拓（能代高）

　

私
は
平
成
20
年
7
月
に
辻
兵
吉
前
会
長
が
ご
逝
去
さ

れ
た
後
を
受
け
て
、
同
年
8
月
17
日
開
催
さ
れ
た
同
窓

会
総
会
に
お
い
て
、
第
9
代
会
長
に
選
任
さ
れ
、
会
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
会
長
就
任
に
あ
た
り
、
同
窓
会
活
動
の
活
性
化

を
目
標
に
掲
げ
、
1
期
目
は
主
と
し
て
、
同
窓
会
組
織

を
整
備
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
常
置
委
員
会
の
活
動
を
よ
く
知
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
、
各
委
員
会
に
は
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
出
席
し
、
そ
の
活
動
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
の
会
則
、
諸
規
程
の
見
直
し

や
新
し
い
規
程
（
顧
問
・
参
与
に
関
す
る
規
程
、
財
務

規
程
）
の
制
定
を
行
い
、
そ
れ
ま
で
ア
バ
ウ
ト
だ
っ
た

会
の
運
営
を
変
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

か
ら
の
情
報
化
時
代
を
見
据
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員

会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
若
く

熱
心
な
方
々
に
常
置
委
員
を
お
願
い
す
る
よ
う
に
し

て
、
よ
り
活
発
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

た
。
そ
の
効
果
は
少
し
ず
つ
表
れ
て
き
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
平
成
23
年
6
月
25
日
の
総
会
で
会
長
に
再
任
さ

れ
、
2
期
目
の
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
期
間
の
思
い
出
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
母
校
秋
田
高
校
が
平
成
25
年

9
月
1
日
に
創
立
1
4
0
周
年
を
迎
え
た
こ
と
で
す
。

当
日
は
多
数
の
同
窓
会
員
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
午
前
中
に
秋
田
県
民
会
館
で
在
校
生
主
体
の
も
と

に
厳
か
に
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
午
後
は
同
窓
会
の

主
催
す
る
記
念
祝
賀
会
が
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
成

功
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

1
4
0
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
同
窓
会
で
は
母

校
の
教
育
振
興
に
寄
与
す
べ
く
教
育
振
興
基
金
を
創
立

す
る
こ
と
に
し
、
会
員
の
皆
様
に
募
金
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
募
金
目
標
を
3
千
万
円
と
定
め
ま
し
た
。
当
初

は
集
ま
り
が
芳
し
く
な
く
、
目
標
額
に
達
す
る
か
ど
う

か
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
秋
高
同
窓

会
の
底
力
を
見
せ
つ
け
、
目
標
額
の
3
千
万
円
を
遥
か

に
超
え
る
募
金
を
頂
戴
し
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
母
校
創
立
1
4
0
周
年
を
迎
え
た
こ
と

の
ほ
か
に
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
し
て
は
、
平
成
23

年
9
月
28
日
に
昭
和
21
年
3
月
に
学
窓
を
巣
立
っ
た

方
々
に
対
し
て
行
わ
れ
た
卒
業
式
で
す
。
在
校
生
の
見

守
る
中
、
65
年
後
の
卒
業
式
を
学
校
に
行
っ
て
い
た
だ

き
、
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
、
正
式
な

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
実
に
感
動
的
で
し
た
。
卒
業
式
の

後
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
「
昭
和
21
・
22
年
秋

中
卒
業
の
同
期
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
出
席
さ
れ

た
先
輩
の
皆
様
が
お
元
気
な
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
は
図
ら
ず
も
6
年
間
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
会
長
在
任
中
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
多
大

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
母

校
の
教
職
員
の
方
々
に
一
方
な
ら
ず
お
世
話
に
な
っ
た

こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教職員人事異動

秋田高校同窓会だより VOL.953



　

こ
の
3
年
間
、
式
典
や
集
会
の
た
び
に
、
生
徒
に
は

意
図
的
に
夏
目
漱
石
の
話
を
し
て
き
た
。

  

西
洋
文
明
が
怒
濤
の
勢
い
で
押
し
寄
せ
た
明
治
の
時

代
に
、
外
圧
に
流
さ
れ
な
い
内
発
的
開
化
を
主
張
し
た

漱
石
の
生
き
方
や
世
界
観
が
、
今
の
時
代
で
も
本
質
を

突
い
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
自
国
の

権
利
を
主
張
し
合
い
、
い
さ
か
い
の
絶
え
な
い
今
の
国

際
社
会
を
見
て
も
、
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
超
克
を

テ
ー
マ
に
し
た
漱
石
の
作
品
は
、
極
め
て
現
代
的
で
あ

り
、
ま
た
永
遠
の
テ
ー
マ
を
含
む
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。

  

そ
れ
に
、
私
は
ひ
そ
か
に
、
秋
高
の
校
歌
に
は
漱
石

の
文
学
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
漱
石
マ
ニ
ア
の
牽
強
付
会

と
失
笑
さ
れ
る
の
が
落
ち
で
あ
り
、
生
徒
に
も
話
し
た

こ
と
は
な
い
）
。

　

実
は
、
校
歌
を
作
詞
し
た
土
井
晩
翠
と
漱
石
の
間
に

は
、
浅
か
ら
ぬ
「
因
縁
」
が
あ
る
。
二
人
と
も
当
時
は

数
少
な
い
日
本
人
の
英
文
学
教
師
で
あ
り
、
と
も
に
漢

詩
文
へ
の
教
養
が
深
い
。
何
よ
り
も
晩
翠
は
漱
石
を
先

輩
と
し
て
尊
敬
し
て
い
る
し
、
漱
石
が
ロ
ン
ド
ン
へ
留

学
中
、
訪
ね
て
行
っ
て
10
日
近
く
も
泊
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
晩
翠
は
漱
石
山
房
へ
出
入
り
し
て
お
り
、
交

流
は
浅
く
は
な
い
。

　

校
歌
四
番
の
「
敬
天
愛
人
」
は
、
晩
翠
の
「
天
地
有

情
」
と
も
通
じ
る
し
、
漱
石
の
「
則
天
去
私
」
を
も
髣

髴
と
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。
「
理
想
を
高
く
お
の
れ
を

修
め
て
世
の
た
め
つ
く
す
」
は
、
い
わ
ば
本
校
の
伝
統

的
精
神
を
象
徴
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ

の
言
葉
は
、
漱
石
が
教
育
論
で
あ
る
『
愚
見
数
則
』
を

は
じ
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
述
べ
て
い
る
内

容
で
も
あ
る
。
「
漱
石
信
者
」
で
あ
る
私
の
妄
想
と
い

う
誹
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
校
の
校
歌
に

は
漱
石
の
影
響
が
垣
間
見
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

た
だ
、
晩
翠
と
漱
石
の
「
因
縁
」
は
根
深
い
。
漱
石

の
死
後
、
夫
人
が
「
生
前
漱
石
は
『
晩
翠
が
自
分
を
蹴

落
と
し
て
東
大
教
授
に
就
く
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
漱

石
が
発
狂
し
た
と
い
う
電
報
を
日
本
に
打
っ
た
』
と

思
っ
て
い
た
」
と
い
う
話
を
発
表
す
る
の
で
あ
る
。
さ

す
が
の
晩
翠
も
こ
れ
に
は
憤
り
を
押
さ
え
切
れ
ず
反
論

…
…
、
真
偽
は
不
明
だ
が
、
私
は
夫
人
の
作
り
話
で
は

な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
、
秋
高
の
校
歌
か
ら
は
、
漱
石
を
は
じ
め
と

す
る
明
治
の
最
も
優
れ
た
知
性
や
精
神
の
雰
囲
気
が
感

じ
ら
れ
、
非
常
に
好
も
し
い
。
五
番
ま
で
歌
っ
て
初
め

て
一
篇
を
為
す
こ
の
歌
詞
は
、
ま
さ
に
起
承
転
結
の
構

成
を
持
つ
一
篇
の
漢
詩
で
あ
る
。
生
徒
諸
君
に
は
今
後

も
、
校
歌
は
是
非
五
番
ま
で
歌
っ
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
の
皆
様
方
へ
心
か
ら
の
感
謝
を
捧

げ
、
お
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
3
年
間
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
に
あ
た
っ
て

�
前
校
長　

高
橋　

貢
（
昭
和
47
卒
）

今
春
卒
業
生
の
概
況

　

今
年
の
卒
業
生
総
数
は
3
0
9

人
。
国
公
立
（
管
外
大
含
む
）
大

学
合
格
者
は
総
数
1
6
8
人
（
昨

年
比
＋
19
）
で
、
内
訳
と
し
て
は

前
期
95
人
、
後
期
38
人
、
独
自
日

程
2
人
、
推
薦
A
Ｏ
33
人
で
し

た
。
私
立
大
学
合
格
者
延
べ
数
は

1
6
8
人
（
＋
45
）
で
、
推
薦
・

A
Ｏ
14
人
で
し
た
。
進
学
者
は
国

公
立
大
学
1
5
8
人
（
＋
20
）
、

私
立
大
学
50
人
（
＋
11
）
で
、
合

格
率
72
・
4
％
、
進
学
率
58
・

8
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。

　

3
月
卒
業
生
の
合
格
者
数
は
別

表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
東
京

大
学
は
3
人
（
±
0
）
、
東
北
37

人
（
＋
4
）
、
秋
田
40
人
（
＋

13
）
、
新
潟
22
人
（
＋
9
）
、
国

公
立
大
学
医
学
部
医
学
科
は
26
人

（
＋
19
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
北
海
道
9
人
、
東
京
学
芸
・

宮
城
教
育
各
7
人
、
国
際
教
養
3

人
、
京
都
2
人
、
お
茶
の
水
1
人
。

さ
ら
に
、
私
立
大
学
で
は
、
早
稲
田

14
人
（
＋
1
）
、
慶
應
義
塾
5
人

（
＋
2
）
、
明
治
15
人
（
－
1
）
、

中
央
13
人
（
＋
5
）
、
東
京
理
科
・

法
政
各
9
人
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

過
年
度
卒
業
生
の
概
況

  

国
公
立
大
学
の
合
格
者
は
、
秋

田
25
人
、
東
北
13
人
、
東
京
6

人
、
新
潟
・
東
京
学
芸
各
6
人
、

北
海
道
4
人
、
京
都
2
人
、
大
阪

1
人
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
私
立
大
学
は
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
と
に
か
く
、
第
一
志
望
に

こ
だ
わ
っ
て
目
標
を
下
げ
ず
に
努

力
し
た
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
25
年
度
入
試
の
特
徴

　

東
京
大
学
合
格
者
は
、
現
役
3

人
＋
過
卒
6
人
の
合
わ
せ
て
9
人

で
し
た
。
全
国
的
に
地
方
の
公
立

高
校
が
苦
戦
し
て
い
る
な
か
、
東

北
地
区
で
は
2
番
目
の
合
格
数
で

あ
り
健
闘
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

東
北
大
学
の
合
格
者
は
、
現
役

37
人
＋
過
卒
13
人
の
合
わ
せ
て
50

人
で
し
た
。
特
に
医
学
部
医
学
科

は
現
役
4
人
＋
過
卒
1
人
の
5
人

は
特
筆
す
べ
き
成
果
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。

　

医
学
部
医
学
科
の
合
格
者
に
つ

い
て
は
、
現
役
26
人
＋
過
卒
25
人

の
合
わ
せ
て
51
人
で
あ
り
、
記
録

に
残
っ
て
い
る
な
か
で
は
過
去
最

高
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

東
大
9
人
、
東
北
大
50
人

医
学
部
医
学
科
51
人
合
格

平
成
26
年
度
進
路
状
況

4



提言「海外で働く」ということ
� 化学兵器禁止機関（OPCW）　査察チームリーダー
� 藤井 雅行（平成2卒）

　国際機関で働く日本人の数が年々減少しているそうです。
私が現在勤務している化学兵器禁止機関（Organisation for 
the Prohibition of the Chemical Weapons; OPCW）
でも、2007年に私が赴任した当時は9人だった日本人職員
が、今では5人に減ってしまいました。
　国際機関の活動費は加盟各国からの拠出金で賄われてい
ますが、その割合は各国の国民総所得 (Gross National 
Income; GNI) を基に、対外債務と低所得者層を考慮に入れ
た補正をかけて算出されます。各国際機関とも独自の計算方
法を採用しているため各国の割合に違いはありますが、序列
はどの国際機関もほぼ同じで日本は米国に次いで2番目に多
い拠出金を支払っています。
　2013年の国連予算を例に取ると、日本の拠出金割合は
10.8％でした。対して国連における日本人職員の割合はと
いうとわずか2.4％、OPCWではさらに低く何とたったの
1％（拠出金の割合はほぼ同じです）と、日本の国際社会に
おける人的貢献度が金銭的貢献度に比べて著しく低いことが
分かります。このように国際機関で働く日本人が少ない理由
は色々取り沙汰されていますが、主なものでは英語力不足、
日本の居心地の良さ（全然頑張らずにぬるくゆるく生きてい
ても、世界の大多数の人より上等な生活水準が保てる。そこ
が日本のいいところでもあるのですが……）、そして転職が
キャリアアップにならない（終身雇用の文化が根強い日本独
特の企業風土によるものと思われます。「中途差別」という
のがあるようですね。そのため、帰国して再就職先で冷遇さ
れるかもしれないことを考えたら、海外に居続けるしかない
けれど、そこまでの自信と勇気が持てない……）ことなどが
挙げられるようです。
　また、最近の若者はあまり冒険をしたがらないようです
ね。やはり日本の居心地が良すぎるためでしょうか。でも、
もったいないと思いませんか？
　一度きりの人生なんですから、ちょっと外国で暮らしてみ
るのもいいと思いませんか？

　私が33歳になってから仕事を辞めてアメリカの大学院に留学
したのも、ただ単に「一生に一度くらい海外で暮らしてみるのも
いいかな？」程度の思いで、学問的またキャリア的に高い志が
あったわけではありませんでした。また、無事に二つ目の修士号
は取ったものの、海外生活を楽しむ余裕などなく、「たった2年
で帰るのはもったいないな」と思い、とにかく何でもいいから
海外で働ける仕事を探していて、偶然見つけたのがOPCWでし
た。もちろんそれまで聞いたこともありませんでした。
　海外で働くに当たって、英語は必須ですが、それが全てでは
ありません。 仕事をするにはそれに見合った専門知識が必要で
す。そのため、私は大学時代に英語の習得を兼ねて留学すること
はお勧めしません。なぜなら、日本語で教わっても時に理解に苦
しむ高度な専門分野を外国語で習っても、理解できるはずがない
（あるいは日本語で習ったときと同程度の理解度を得られるはず
がない）からです。
　英語の勉強は後からでも出来ます。大学時代に日本語でしっか
りとした専門知識を身に付けてください。楽ばかりをして暮らし
ていけるほど、人生は甘くありません。どこかで必ず努力しなけ
ればなりません。年を取ってからでも良いですが、努力をするな
ら若いうちにした方が、その後の人生に対する影響は高まりま
す。
　最後に、「努力は必ず報われる」という諺の本当の意味をご紹
介します。それは「努力をすれば、目指していたこと・夢が達成
できる」という意味ではなく、「当初目指していたこと・夢が実
現できなくても、努力したことが糧となり、その後の人生に活き
てくる」ということなのです。

　

今
年
度
に
お
い
て
も
、
生
徒
に

は
文
武
両
道
を
実
践
し
な
が
ら
高

い
理
想
を
掲
げ
、
最
後
ま
で
第
一

志
望
合
格
を
貫
き
通
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
職
員
あ
げ
て
丁
寧

な
指
導
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓

会
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
・
ご

声
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

前
進
路
指
導
主
事　

伊
藤
成
孝

ふじい・まさゆき／ 1996 年都内大学院工学研究科
を修了後、京都市の化学メーカーに就職。2001 年
県職員として A ターン、秋田県環境センター（現秋
田県健康環境センター）で研究員として勤務。そ
の後、県職員を 3 年で退職、2006 年渡米して米
国大学院で環境科学の修士号を取得。2007 年か
ら OPCW 査察チームリーダーとして米露などを飛
び回る。OPCW は 2013 年ノーベル平和賞
を受賞。

Profile

大学合格状況一覧（国公立管外、私立大のタテ計は他の大学分を含む）

国公立管外 私立大 医学部医学科
大学名 現役 過卒 計

北 海 道 9 4 13
弘 前 6 0 6
岩 手 5 1 6
東 北 37 13 50
宮城教育 7 1 8
秋 田 40 25 65
山 形 2 2 4
筑 波 2 1 3
千 葉 5 2 7
東 京 3 6 9
お茶の水 1 1 2
電気通信 3 1 4
東京学芸 7 6 13

大学名 現役 過卒 計
東京理科 9 22 31

明 治 15 15 30

中 央 13 14 27

早 稲 田 14 11 25

法 政 9 10 19

立 教 4 12 16

日 本 5 10 15

芝浦工業 0 11 11

東京薬科 5 5 10

慶應義塾 5 2 7

北 里 3 4 7

私立大計 168 185 353

大学名 現役 過卒 計
秋 田 19 12 31
東 北 4 1 5
弘 前 2 0 2
山 形 0 2 2
広 島 0 1 1
浜松医科 0　 1 1
福島県立医科 0 1 1
岩手医科 0 3 3
自治医科 1 0 1
杏 林 0 1 1
東京慈恵医科 0 2 2
聖マリ医科 0 1 1
医学部医学科計 26 25 51

大学名 現役 過卒 計
一 橋 2 0 2
横浜国立 2 1 3
新 潟 22 6 28
金 沢 1 2 3
京 都 0 2 2
大 阪 0 1 1
広 島 0 1 1
国際教養 3 1 4
秋田県立 1 1 2
首都大東京 1 1 2
防衛医科大学校 0 2 2
防衛大学校 1 0 1
国公立管外計 168 94 262

秋田高校同窓会だより VOL.955



　

平
成
25
年
度
の
同
窓
会
入
会
式

が
2
月
28
日
、
母
校
大
体
育
館
で

行
わ
れ
た
。
こ
の
日
の
秋
田
市
は

寒
さ
が
緩
み
、
母
校
の
う
ぐ
い
す

坂
は
両
端
に
少
し
雪
が
残
る
も
の

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
す
っ
か
り
乾

い
て
春
の
兆
し
を
告
げ
る
暖
か

さ
。
入
会
式
は
午
前
11
時
半
か
ら

始
ま
っ
た
。
大
体
育
館
の
壁
に
は

紅
白
の
幕
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
演
台

は
校
章
を
あ
し
ら
っ
た
大
き
な
紫

紺
の
同
窓
会
旗
で
覆
わ
れ
、
会
場

は
晴
れ
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。
翌
日
に
卒
業
式
を
控
え
高
校

生
活
最
後
の
行
事
に
臨
ん
だ
3
年

生
3
0
9
人
は
、
学
生
服
と
セ
ー

ラ
ー
服
に
身
を
包
ん
で
着
席
し
、

こ
れ
を
両
側
か
ら
教
職
員
と
同
窓

会
役
員
・
理
事
が
見
守
っ
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
豊
口
同
窓
会
長

は
新
入
会
員
の
加
入
を
心
か
ら
歓

迎
す
る
と
切
り
出
し
た
後
、
「
明

日
の
卒
業
は
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

秋
高
で
学
ん
だ
成
果
を
輝
か
し
い

未
来
に
向
け
て
生
か
す
第
一
歩
と

な
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
う
え
で

「
大
学
に
進
学
し
て
も
一
層
の
努

力
が
肝
要
で
あ
り
、
学
生
の
本
分

で
あ
る
勉
強
を
怠
っ
て
は
い
け
な

い
。
何
事
も
勤
勉
な
く
し
て
成
就

は
か
な
わ
な
い
」
と
語
っ
た
。
さ

ら
に
先
輩
同
窓
生
が
国
内
は
も
と

よ
り
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と

激
励
の
言
葉
要
旨

�

武
内 

伸
文
（
平
成
2
卒
）

　

大
学
卒
業
後
、
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
経
て
英
国
で
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
の
研
究
を
し
て
い

た
。
8
年
前
に
帰
郷
し
、
家
業
の

印
刷
業
の
傍
ら
社
会
活
動
団
体
の

代
表
と
し
て
秋
田
の
地
域
活
性
に

携
わ
っ
て
い
る
。
本
日
は
同
窓
会

に
入
会
す
る
諸
君
に
三
つ
の
言
葉

を
贈
る
。
一
つ
目
は
「
大
義
に
基

づ
き
行
動
せ
よ
」
。
今
後
、
夢
を

追
い
求
め
る
過
程
で
、
時
に
岐
路

に
立
つ
こ
と
も
あ
る
か
と
思
う
。

私
の
場
合
、
会
社
を
辞
し
て
渡
英

す
る
際
が
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
自

に
触
れ
、
「
こ
れ
ら
先
輩
の
活
躍

は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
大

い
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
は
な

む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
続
い
て

恒
例
の
先
輩
か
ら
の
激
励
が
あ

り
、
社
会
活
動
団
体
S
i
N
G
代

表
の
武
内
伸
文
氏
（
平
成
2
卒
）

が
熱
い
思
い
を
生
徒
た
ち
に
語
っ

た
（
下
段
に
発
言
要
旨
）
。

　

新
入
会
員
へ
の
今
年
の
記
念
品

は
秋
高
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
U
S
B
メ

モ
リ
と
校
章
入
り
さ
く
ら
ど
ら
焼

き
。
U
S
B
に
は
「
お
の
れ
を
修

め
て
世
の
た
め
つ
く
す
」
と
校
歌

の
一
節
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い

る
。
佐
野
副
会
長
か
ら
新
入
会
員

を
代
表
し
て
前
生
徒
会
副
会
長
の

東
海
林
寿
人
君
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

最
後
に
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
全
員
で
校
友
会
歌
を
歌

い
、
入
会
式
は
正
午
す
ぎ
幕
を
閉

じ
た
。

分
の
人
生
で
大
事
に
す
べ
き
こ
と

を
問
い
続
け
決
断
し
た
。
社
会
に

お
け
る
自
分
の
存
在
意
義
を
問

い
、
そ
れ
を
軸
と
し
て
自
ら
が
な

す
べ
き
こ
と
を
判
断
し
て
欲
し

い
。
そ
の
問
答
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

が
見
え
て
く
る
。
「
わ
が
生
わ
が

世
の
天
職
い
か
に
」
を
問
い
、

「
お
の
れ
を
修
め
て
世
の
た
め
つ

く
す
」
を
実
践
し
て
欲
し
い
。

　

二
つ
目
は
「
コ
ト
ダ
マ
と
汗
が

未
来
を
創
る
」
。
自
ら
の
考
え
を

言
葉
に
出
す
こ
と
で
、
協
力
者
、

支
援
者
な
ど
が
集
ま
っ
て
く
る
。

特
に
思
い
の
こ
も
っ
た
言
葉
に
は

魂
が
宿
り
、
人
を
動
か
す
力
が
あ

る
。
さ
ら
に
言
葉
に
加
え
、
率
先

し
て
汗
を
か
く
こ
と
も
大
事
で
あ

る
。
本
日
紹
介
し
た
「
わ
ら
し
べ

貯
金
箱
」
と
い
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
活

動
も
、
ア
イ
デ
ア
を
口
に
し
て
か

ら
、
様
々
な
支
援
者
に
支
え
ら

れ
、
一
緒
に
汗
を
か
き
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
「
同
じ
時
代
の
同
志

と
し
て
精
一
杯
生
き
抜
こ
う
」
。

秋
高
の
同
窓
生
を
同
じ
時
代
を
生

き
る
同
志
だ
と
考
え
て
欲
し
い
。

各
世
代
の
持
つ
独
自
の
視
点
が
大

事
。
遠
慮
は
要
ら
な
い
。
ど
ん
ど

ん
と
社
会
を
動
か
し
て
い
こ
う
。

諸
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
、
こ
の
時
代
を
精
一
杯
生
き
抜

き
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
。

「
先
蹤
追
ひ
つ
ゝ
未
来
の
望
み
ゆ

た
か
に
健
児
は
其
途
進
む
」

　

諸
君
と
一
緒
に
活
躍
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

3
0
9
人
が
新
同
窓
会
員
に

6月15日に通常総会開催
3年ぶりに役員改選も
　平成26年度の通常総会を下記により開催いた
します。総会は年1回開く同窓会の運営と執行に
関する最高決定機関です。会員の皆様におかれ
ましては、お仲間同士お誘いあわせのうえ是非
ご出席下さいますようご案内申し上げます。

　日　　時／平成26年6月15日（日）
　　　　　　午後2時～
　場　　所／秋田ビューホテル
　　　　　　（秋田市中通2-6-1
　　　　　　電話018-832-1111）
　総　　会／午後2時
　議　　題／�平成25年度決算報告、平成26年

度予算・事業計画、役員改選ほか
　記念講演／午後3時30分
 　　　　　　講師　�寄席芸人宮田陽こと　　�

齋藤敬氏（昭和62卒）
　　　　　　演題　「寄席芸人の生態」
　懇　親　会／�午後4時40分（会費5,000円）　　�

当日、会場でいただきます。
　申し込み／�ご出席の方は、同封のはがきに必

要事項をご記入の上52円切手を貼
り、6月5日（木）までに同窓会事
務局にお送り下さい。FAX、メー
ルでお申し込みいただいても結構で
す。

同窓会事務局　FAX. 018-832-9588
　　　　　　　Eメール　aki-doso@cna.ne.jp
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2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

私
の
人
生
の
中
で
2
度
の
招
致
活
動
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
経
験
で

し
た
。
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
た
日
本

へ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
に
反
対
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
被
災
地
で
行
っ
た
招
致
活
動
の

際
に
地
元
の
方
々
と
意
見
交
換
を
し
「
む

し
ろ
、
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ

と
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う
言
葉

を
い
た
だ
き
、
間
違
っ
て
は
い
な
い
と
意

を
強
く
し
た
も
の
で
し
た
。

　

2
0
2
0
年
に
向
け
て
私
た
ち
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
は
世
界
と
伍
し

て
戦
え
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成
す

る
こ
と
で
す
。
勝
利
至
上
主
義
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
勝
つ
た
め
の
努
力
・
工
夫
・

継
続
が
で
き
る
選
手
を
育
成
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う

一
つ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の

推
進
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
相
互
理

解
に
よ
り
、
世
界
平
和
の
構
築
に
役
立
つ

こ
と
。
こ
の
こ
と
を
次
代
を
担
う
若
人
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
未
来
へ
の
遺
産
の
創
造
。

1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
経
験
し
た
世
代
が
、
い
つ

ま
で
も
そ
の
記
憶
を
鮮
明
に
留
め
て
い
る

よ
う
に
、
2
0
2
0
年
以
降
も
長
く
語
り

継
が
れ
る
大
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
自
身
が
大
会
運
営
に
関
わ
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
素
晴
ら
し

い
大
会
に
な
る
よ
う
に
心
か
ら
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
知
ら
な
い
者
同
士
を

一
つ
に
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
、

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
日
本
が
、
そ
し
て
世
界

が
一
つ
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
の
大
会
が
素
晴
ら
し
い
も

の
と
な
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
健
常
者

と
障
害
者
が
隔
た
り
な
く
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
出
来
上
が

る
。
そ
ん
な
希
望
を
持
ち
な
が
ら
本
番
を

迎
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
今
年
中
に
、
あ
と
2
店
舗
を
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
出
店
し
た
い
。
物
件
探
し
や
資

金
調
達
面
で
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
。

　

こ
れ
は
、
日
本
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
に

進
出
し
て
い
る
中
小
企
業
の
社
長
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
で
す
。
つ
い
先
日
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
ニ
ラ
の
3
か

国
、
3
都
市
に
出
張
し
て
き
ま
し
た
。
な

ん
だ
か
、
日
本
の
1
9
9
0
年
前
後
を
彷

彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
、
旺
盛
な
投
資
意
欲

と
熱
気
が
各
国
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
は
、
現
在
、
銀
行
の
広
報
部

長
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
々
、

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
会

社
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
情
報
発
信

を
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
大
ま
か
な
仕

事
の
内
容
な
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
、
私

は
、
大
学
卒
業
後
、
証
券
会
社
に
就
職

し
、
9
年
前
に
転
職
し
た
と
い
う
変
わ
り

種
で
す
か
ら
、
銀
行
業
務
そ
の
も
の
を
経

験
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
「
ま
ず
は

現
場
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
何
よ
り

重
要
と
な
る
わ
け
で
す
。
冒
頭
の
東
南
ア

ジ
ア
出
張
も
そ
の
一
環
で
す
。

　

こ
う
し
た
現
場
訪
問
を
通
し
て
痛
感
し

て
い
る
こ
と
は
、
銀
行
の
仕
事
と
は
、

人
々
の
人
生
の
転
機
に
立
ち
会
い
、
応
援

で
き
る
力
を
持
っ
た
仕
事
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

「
住
宅
を
新
築
し
た
い
」
「
退
職
金
の

運
用
を
し
た
い
」
「
相
続
対
策
を
し
た

い
」
と
い
う
個
人
の
お
客
さ
ま
の
想
い
に

お
応
え
す
る
こ
と
も
、
「
機
械
を
増
や
し

た
い
」
「
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た

い
」
か
ら
冒
頭
の
「
海
外
に
出
店
し
た

い
」
と
い
っ
た
企
業
の
皆
さ
ま
の
想
い
に

お
応
え
す
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

お
金
の
付
き
合
い
で
は
な
い
、
〝
人
〟

と
〝
人
〟
と
の
確
か
な
お
付
き
合
い
が
、

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
日
々
、
現
場
を
知

り
、
発
見
し
た
〝
人
〟
と
〝
人
〟
と
の
お

付
き
合
い
を
伝
え
る
こ
と
で
、
銀
行
を

も
っ
と
身
近
に
、
も
っ
と
便
利
に
す
る
。

私
の
現
在
の
目
標
で
す
。

２
０
２
０
年
の
先
を
見
据
え
て

�

渡
部　

徹
（
昭
和
56
卒
）

人
生
の
転
機
に
立
ち
会
う
喜
び

�

有
明 

三
樹
子
（
昭
和
58
卒
）

わ
た
な
べ
・
と
お
る
／
男
鹿
市
出
身
。
公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
J
O
C
）
強
化
部
副
部
長
。
大
学
卒
業
と
と

も
に
日
本
体
育
協
会
に
就
職
。
1
9
9
1
年
J
O
C
法
人
格
取

得
に
伴
い
転
職
。
2
0
1
6
年
と
20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
に
2
度
に
わ
た
っ
て
出
向
、
招
致
委

員
会
職
員
と
し
て
奔
走
し
た
。
特
に
20
年
招
致
委
員
会
で
は
事
業

部
長
と
し
て
主
に
国
内
支
持
率
向
上
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担

当
、
悲
願
の
東
京
開
催
決
定
に
貢
献
し
た
。

あ
り
あ
け
・
み
き
こ
／
秋
田
市
出
身
。
1
9
8
7
年
大
学
卒
業

と
同
時
に
日
興
証
券
（
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
）
に
入
社
。

2
0
0
4
年
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
設
立
、
投
資
教
育
事
業

部
長
兼
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
部
長
と
し
て
投
資
教
育
や
個

人
投
資
家
向
け
IR
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
手
が
け
る
。

2
0
0
5
年
取
引
先
の
り
そ
な
グ
ル
ー
プ
へ
転
職
。
2
0
0
6
年

日
経
ウ
ー
マ
ン
「
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ア
ー
2
0
0
7
」

受
賞
。
2
0
1
3
年
か
ら
現
職
。

株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

�

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
長

公
益
財
団
法
人　

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会　

�

強
化
部
副
部
長

秋田高校同窓会だより VOL.957



　

高
校
生
の
数
が
減
少
す
る
中
で
の
秋
田

大
学
に
お
け
る
国
際
資
源
学
部
の
新
設

は
、
多
く
の
大
学
か
ら
注
目
を
浴
び
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
レ

ア
ア
ー
ス
や
油
価
の
変
動
な
ど
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
資
源
問
題
が
国
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
こ
と
、
資
源
業
界
の
低
迷

で
資
源
技
術
者
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
に
資
源
探
査
か
ら
開
発
ま
で
を
一
貫

し
て
教
育
で
き
る
大
学
が
ほ
と
ん
ど
無
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
鉱
山

県
の
秋
田
に
位
置
す
る
秋
田
大
学
は
、
資

源
業
界
の
低
迷
期
も
含
め
て
、
1
0
0
年

以
上
に
わ
た
り
資
源
学
一
貫
教
育
・
研
究

を
続
け
て
き
た
こ
と
か
ら
、
文
科
省
の
み

な
ら
ず
、
外
務
省
や
経
産
省
な
ど
か
ら
の

支
援
を
受
け
て
、
資
源
学
に
特
化
し
た
新

学
部
設
立
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
我
が
国
の
資
源
学
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
が
秋
田
大
学
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
資
源
学
と
言
っ
て
も
具
体
的
な

こ
と
が
分
か
り
に
く
い
か
と
思
い
ま
す
。

資
源
学
を
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
高
校
で

習
う
地
学
が
基
礎
に
あ
り
、
そ
の
知
識
で

見
つ
け
た
金
属
資
源
や
石
油
資
源
を
ど
の

よ
う
に
開
発
し
、
環
境
保
全
を
行
う
か
を

研
究
・
教
育
す
る
分
野
で
す
。
国
際
資
源

学
部
は
、
こ
の
理
工
学
分
野
に
相
手
国
と

の
交
渉
な
ど
の
文
系
分
野
を
加
え
、
「
資

源
地
球
科
学
コ
ー
ス
」
「
資
源
開
発
環
境

コ
ー
ス
」
「
資
源
政
策
コ
ー
ス
」
の
三
分

野
の
教
育
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
が
こ
の
よ
う
な
分
野
に

進
ん
だ
の
は
、
秋
田
高
校
3
年
間

の
同
級
生
か
ら
受
け
た
刺
激
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
頃
の
秋
高
は
制
服

着
装
自
由
化
の
頃
で
、
「
自
由
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
よ
り
も

「
自
由
と
は
何
か
」
を
普
通
に
議

論
し
合
う
学
校
で
し
た
。
そ
れ
は

当
時
の
私
に
と
っ
て
は
刺
激
と
驚

き
の
毎
日
で
し
た
。
こ
の
3
年
間

が
そ
の
後
の
私
の
人
生
を
決
め
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
す
な
わ
ち
、
何
が
本
質
か
を

探
る
重
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
た
3

年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

資
源
学
は
地
球
46
億
年
を
相
手
の
学
問

で
す
。
金
属
鉱
床
や
石
油
鉱
床
が
完
成
す

る
の
は
、
地
球
の
マ
ス
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
物
質
が
移
動
・
濃
集
す
る
事
が
原
因

で
す
。
学
生
に
は
、
「
な
ぜ
そ
こ
に
鉱
床

が
あ
る
の
か
」
を
探
る
の
で
は
な
く
「
な

ぜ
そ
こ
に
鉱
床
が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
」
を
探
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
言
い
続
け
て
い
ま
す
。
金
属
資

源
や
石
油
資
源
が
簡
単
に
発
見
で
き
な
い

の
は
、
実
は
過
去
の
姿
の
復
元
が
う
ま
く

い
か
な
い
、
す
な
わ
ち
原
因
が
解
明
で
き

な
い
こ
と
が
多
過
ぎ
る
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。

　

ち
ょ
う
ど
10
年
前
、
秋
田
大
学
か
ら
の

3
人
を
含
め
た
世
界
の
科
学
者
30
人
が
北

大
西
洋
に
集
結
し
、
科
学
掘
削
船
に
よ
る

海
底
堆
積
物
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調

査
で
は
過
去
2
0
0
万
年
間
の
堆
積
物
に

つ
い
て
物
性
や
化
学
組
成
、
含
ま
れ
る
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
化
石
の
組
成
の
変
化
な
ど
を

千
年
間
隔
で
調
査
し
、
気
候
変
動
の
詳
細

な
周
期
性
や
そ
の
強
度
変
化
等
多
く
の
事

実
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

陸
・
海
・
大
気
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
解
明
こ

そ
が
金
属
資
源
や
石
油
資
源
の
移
動
・
濃

集
、
そ
し
て
鉱
床
の
形
成
解
明
に
繋
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
際
資
源
学
部
は
世

界
を
相
手
、
と
い
う
よ
り
は
人
間
を
含
め

た
地
球
と
そ
の
46
億
年
の
歴
史
を
相
手
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

と
魅
力
を
同
窓
生
の
方
た
ち
に
少
し
で
も

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
一
つ
。
私
は
高
校
野
球
の
大

フ
ァ
ン
。
進
学
を
秋
高
に
し
た
の
は
、
秋

高
の
甲
子
園
ベ
ス
ト
4
を
テ
レ
ビ
で
観
戦

し
応
援
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
同

じ
手
形
地
区
の
秋
田
大
学
か
ら
秋
高
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

エッセイ

国際資源学部あれこれ
� 秋田大学国際資源学部長　 佐藤 時幸（昭和47卒）

今年 2 月、UAE 大学を訪問。右から 2 人目は UAE
大学理学部長、他は同大学地質学教室の教授陣

（アラブ首長国連邦）

さとう・ときゆき／能代市二ツ井町出身。帝国石油株式会
社を経て 1992 年、秋田大学鉱山学部助教授。2005 年工
学資源学部教授。今年 4 月、学部再編で新設された国際
資源学部の初代学部長に就任。専門は古海洋学、石油地
質学。統合国際深海掘削計画 Exp303（北大西洋）主席
研究員、日本学術会議小委員会委員などを務める。　
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“生涯青春”の喜寿祝う
� 秋高31会
　「喜寿を祝う秋高31会」は昨年11月8日、秋田市の大
町ビルで開催しました。畑澤、山谷両恩師にご列席いた
だき、50人（県外7人、女性8人）の同期生が参集、100
人を超えた物故者に黙とうを捧げ、校歌を5番まで斉唱し
ました。
　町田睿会長の挨拶、両恩師のご挨拶、六つのテーブル
を行き交っての談笑で瞬く間の120分。続く2次会には約
30人が参加して、フロアで踊るやら、カラオケで歌うやら
で、これまたあっという間の90分。最後はホールの中央
で全員輪になって「高校三年生」の大合唱で、生涯青春
の77歳の若者たちの宴はお開きとなりました。
� （松野　厚 記）

校歌をBGMに杯重ねる
� 五城目支部
　昨年11月30日、五城目支部は同町の割烹松竹で懇親
会を開催した。会員18人が出席、豊口会長と高橋校長か
ら挨拶をいただき、斉藤正寧氏（昭和35卒）の乾杯で懇
親会に入った。140周年のCDに収まる校歌、校友会歌
がBGMで流れる中、杯を重ね懇親を深めた。
　最後に元応援団員の小森幸臣氏（昭和42卒）の指揮
のもと、校歌を高らかに斉唱して盛会裏に終了した。
� （昭和44卒　菅原孝次郎 記）

恒例の参加者近況報告
� 大館支部
　平成25年度の大館支部総会は昨年12月11日、北秋く
らぶで例年どおり行われました。高島副会長、高橋校長、
片岡教頭の3人の来賓を含め総勢29人の参加者があり盛
会となりました。
　今年度は2人の会員の冥福を祈るとともに、伊藤碩彦
支部長の県文化功労者表彰のお祝いもあり盛りだくさん
の内容となりました。恒例の各自近況報告では昭和の卒
業生が多かったせいか含蓄のある報告が目立ちました。
最後に校歌を斉唱、エールを交換して来年の再会を申し
合わせ散会となりました。� （昭和51卒　宮越　順 記）

現役学生の内定報告も
� 近畿支部
　平成25年度近畿支部総会が昨年11月9日、大阪梅田
の大阪弥生会館で開催された。総会は同窓会から高橋副
会長、佐藤事務局長代行を迎え40人の出席で行われた。
任期満了に伴う役員改選が行われ、支部長に鈴木信（昭
和42卒）、幹事長に藤田誠（昭和47卒）の各氏を選出した。
　懇親会は県人会の畠山会長、僚校同窓会代表の方々
にもご参加いただき、総勢46人の宴は渡邉良宏顧問（昭
和20④卒）の発声による乾杯で始まった。お酒が入ると
ともに懇談の輪が広がり、昨年京大に入学した2人の現
役学生を含む5人の初参加者の挨拶、同志社大4年高橋
界氏（平成21卒）の就職内定報告もあり大いに盛り上がっ
た。また、同氏が今回初参加の同志社大教授宮庄哲夫
氏（昭和38卒）の講義を受けていたことが判明するなど
話題は尽きなかった。
　楽しい宴も予定の2時間が瞬く間に経過し、最後に前
応援団長の前述京大生堀内幸之助氏（平成25卒）のリー
ドで校歌を斉唱、来年の再会を約束して散会となった。
� （鈴木　信 記）

秋田高校同窓会だより VOL.959
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還暦祝い100人超の盛会
� 昭和47年卒同期会
　昨年9月15日、昭和47年卒同期会を秋田キャッスルホ
テルにおいて開催しました。今回は還暦祝いを兼ねた開
催で、A組小野寺豊先生とF組近藤繁先生のご出席をい
ただき、総勢100人超の盛会となりました。
　還暦のお祓い、記念撮影後に懇親会に入り、同期20
人恩師2人の物故者への黙とうに始まり、同期の現校長
C組高橋貢君の母校現況報告、県外参加者28人からの
近況報告、女性参加者への記念品贈呈等、終始和やか
賑やかに進み、全員で校歌斉唱を行い閉会となりました。
また、同じキャッスルホテル内で行われた2次会には途中
参加者も加わり、「着装自由化決議」「ラグビー部の活躍」
等往時の思い出話の尽きないうちにお開きとなりました。
� （越前谷義明 記）

歴史探訪で地元再発見
� 追分支部 追分三叉路会
　同窓会追分支部「追分三叉路会」は昨年11月23日、
秋田市金足鳰崎公民館で平成25年度総会を開催した。
総会に先だって旧金足東小学校校舎に開設された「油谷
これくしょん」を見学、湯沢市の油谷満夫氏が半世紀を
かけて集めた50万点にも及ぶ秋田の身近な生活用品を見
て回った。次に文化財奈良邸を県立博物館学芸員の案内
で詳しく説明してもらい、江戸時代にタイムスリップした
ような錯覚に陥った。
　2時間ほどの「歴史探訪」の後、小泉潟のほとりに建
つ同公民館で総会・懇親会を開いた。高島副会長、高橋
校長も臨席され出席者一同、心地よい杯を酌みかわし、
校歌・校友会歌を歌って散会した。
� （昭和46卒　藤原正三 記）

卒業後4年ぶりに再会
� 平成22年卒同期会
　卒業後4年が経ち、卒業生の多くが新社会人として船
出する節目に、多くの方のご協力を得て同期会を開催で
きましたことを大変うれしく思います。卒業生142人に加
え、お世話になった先生方4人にもご参加頂き、同期会
は大盛況のうちに幕を下ろしました。久々に再会した友人
とも当時と変わらぬ距離感で話せるということは、私たち
の濃密な高校生活を象徴しているようで、秋田高校で3年
間を過ごせたことに改めて大きな喜びを感じております。
　これからも秋田高校卒業生であるという矜持を胸に、
己に恥じない生き方をしていこうと決意を新たにする機会
となりました。� （越中谷優一 記）

あれから40年、はずむ会話
� 昭和49年卒同期会
　２年半ごとに開催している49年卒同期会は今年1月3
日、秋田キャッスルホテルに恩師の藤田幸雄、小野寺清、
芳賀哲雄の各先生を含め45人の参加があり大いに盛り上
がった。
　同窓会副会長の佐野元彦の乾杯の音頭で開会。横浜
からの日帰り参加も含め県外から11人の参加。欠席者か
らは部活や修学旅行の思い出話なども寄せられ、高校時
代に戻って楽しく歓談した。
　「あれから40年」ということで、甲子園出場メンバーが
集まったことなど、小野巧から軽妙な語りで近況報告が
あり、恒例となった元応援団荘司裕の校歌・エールでお
開き。
　後日開催した幹事会で、次回は多くの同期生が還暦を
迎える来年の8月15日に開催することに決定した。
� （佐藤悦紹 記）
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「つどい」投稿について ❶�「つどい」掲載は原則、投稿順です。しかし、投稿が多数にのぼる場合は一
挙掲載が難しく、やむを得ず次号に回すことがあります。

卒後60年、話は尽きず
� 在京28会同期会
　昨年は秋田駅前の旧校舎を巣立って60年、齢を重ねて
80歳（傘寿＝昭和9年生まれ）、学校創立140周年と奇し
くも節目が3つ重なった。これを記念して11月7日、東京・
神田の学士会館で記念同期会を開催した。
　年々高齢の壁は厳しく、少しずつ懐かしい友の足も遠
のいてきたが、今回は秋田や京都からの参加者、奥様付
き添いの2組、退院直後の友など18人が参集して旧交を
温めた。
　60年の歳月はたちまちタイムスリップし、自慢話や笑え
ない苦労話などが尽きるともなく時は過ぎた。何を話題に
しても笑って聞ける同期の集まりは格別である。しかし、
残念ながら伝統ある「秋高28会（在京）」は今回をもって
定例開催は“名誉ある解散”を決めた。
　今後は全員が集まって8年後に米寿の祝賀会を開催す
ることを誓って高らかに校歌を斉唱、「秋高万歳」を三唱
して散会した。� （射手矢利勝 記）

卒業から10年の再会
� 平成16年卒同期会
　1月2日、秋田キャッスルホテルで卒業10周年記念同期
会を開催した。当日は7人の恩師をお迎えし、総勢140人
を超える盛会となった。当時の学年主任船木文子先生か
ら挨拶をいただき、元ラグビー部の保坂祐介さんの乾杯
により会がスタートした。
　「あの人は今…」企画では、藤田琴子さん、成田吉央さ
んの卒業後の活躍が紹介された他、三戸朋美さん、村井
貴文さん、高橋亮さん、木村佐知子さんが壇上で近況報
告した。最後に成田大さんのリードで校歌をみんなで熱
唱して締めくくった。
　その後の2次会も約100人が出席するなど改めて同期
の絆の強さを感じた。これを契機に同期の交流がさらに
深まることを期待している。� （江畑知洋 記）

濃密な時間を皆が共有
� 平成6年卒同期会
　平成6年卒の卒業20周年同期会を1月2日秋田キャッス
ルホテルにて開催しました。当日は伊藤孝紀先生をはじ
め8人の恩師を含む総勢約120人が過ぎ去った20年の年
月を忘れ、皆若々しく賑やかに飲み語り合いました。
　高校時代から色あせることのない実行委員長高橋真人
君のパフォーマンスに始まり、急きょ代打で登場した長谷
川拓郎君の締めの校歌斉唱まで、あっという間に過ぎた
濃密な時間を皆が存分に楽しめたと思います。
　今回の参加者はもちろん、参加できなかった同期の皆
さんも、次回は是非濃密な時間を共有しましょう！
� （越中谷正博 記）

140年の足跡、動画で回顧
� 仙台支部
　仙台支部の平成25年度総会は、母校の創立140周年
記念祝賀会を兼ねて11月1日、仙台市のパレスへいあんで
同窓生80人が参加して開催した。祝賀セレモニーとして
140年の足跡を写真や動画で振り返るビデオ（東京同窓
会制作）を鑑賞。仙台を拠点に活動するダウン症のリコー
ダー奏者荒川知子さんが、フルート奏者の父健秀さん(昭
和33卒)、ピアノの母幸子さんと3人で6曲を演奏した。
荒川さん親子は15年間、ファミリーアンサンブル活動を続
け多方面で感動を与えている。
　支部顧問の岩崎俊一東北工業大学理事長（昭和19卒）
が11月に文化勲章を受章、奥山恵美子さん（昭和45年入
学）が8月に仙台市長に再選されたことを祝して2人に花
束を贈呈した。
　最後に全員で校歌を大合唱、秋高精神を心に刻み込ん
で閉会した。� （昭和29卒　千葉勝司 記）

秋田高校同窓会だより VOL.9511



哀
悼
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

�

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

平
成
24
年

7
月
戸
島　

克
俊
（
昭
35
）

榊　
　

聡
宏
（
昭
29
）

9
月
加
藤　

郁
三
（
昭
34
）

佐
々
木
清
一
（
昭
9
）

10
月
土
井　

常
吉
（
昭
18
）

11
月
大
槻　

伸
夫
（
昭
42
）

12
月
阿
部　

征
司
（
昭
31
）

朝
倉　
　

隆
（
昭
50
）

平
成
25
年

1
月
高
橋　

政
廣
（
昭
41
）

鈴
木　

義
昭
（
昭
29
）

2
月
高
津　
　

忠
（
昭
48
）

川
辺　

三
男
（
昭
24
定
）

3
月
相
沢　

文
雄
（
昭
44
）

4
月
野
崎　

和
夫
（
昭
32
）

田
口　

東
子
（
昭
62
）

小
松　

誠
顕
（
昭
27
定
）

5
月
佐
藤　

浩
吉
（
昭
21
）

熊
谷　

義
和
（
昭
40
）

6
月
伊
藤　

隆
二
（
昭
20
⑤
）

佐
藤　

敬
一
（
昭
29
定
）

山
片　

勝
司
（
昭
36
）

寺
山　
　

勉
（
昭
17
）

吉
川　

涼
三
（
昭
44
）

徳
原　

勝
美
（
昭
34
）

7
月
工
藤　
　

玄
（
昭
17
）

佐
藤　

誠
二
（
昭
28
）

関　
　

芳
男
（
昭
31
）

鈴
木　

勝
也
（
昭
37
）

8
月
高
橋　

繁
廣
（
昭
26
）

佐
藤　

哲
也
（
昭
28
）

長
谷
部　

順
（
昭
28
）

桑
名　

忠
夫
（
昭
12
）

伊
藤　
　

周
（
昭
26
）

松
本　

泰
三
（
昭
12
）

成
見　

宗
吉
（
昭
29
）

9
月
堅
石　
　

廣
（
昭
11
）

三
浦　

量
一
（
昭
28
定
）

武
藤　

彰
文
（
昭
22
）

照
内　

省
吾
（
昭
30
）

渡
辺　

愛
子
（
昭
37
）

滑
川　
　

啓
（
昭
29
）

10
月
小
野　

一
二
（
昭
20
・
21
）

木
村
喜
久
雄
（
昭
23
・
24
）

伊
藤　

善
一
（
昭
34
）

岩
井　

榮
一
（
昭
26
）

北
嶋　
　

均
（
昭
37
）

鈴
木　
　

彰
（
昭
37
）

中
村　

浩
一
（
昭
27
）

11
月
小
幡　

伸
彦
（
昭
20
④
）

田
村　

義
春
（
昭
34
）

沢
木　

文
重
（
昭
32
）

武
藤　

江
兒
（
昭
39
）

高
橋　

貞
次
（
昭
19
）

伊
藤　
　

馨
（
昭
11
）

橋
本　

元
昭
（
昭
29
）

百
合
川
忠
夫
（
昭
42
通
）

金
田　

佐
友
（
昭
20
④
）

12
月
柴
田　

眞
二
（
昭
16
）

岡
部　

謙
一
（
昭
29
）

浅
井　

耕
造
（
昭
23
）

田
口　
　

勇
（
昭
10
）

菅
野　
　

章
（
昭
21
）

高
橋　

邦
弘
（
昭
39
）

石
川　

隆
平
（
昭
33
）

清
水　

信
夫
（
昭
33
）

長
谷
川
義
信
（
昭
23
）

佐
藤　

洋
三
（
昭
22
）

仁
部　

正
志
（
昭
41
）

樋
渡　

尚
一
（
昭
15
）

平
成
26
年

1
月
飯
塚　

喜
市
（
昭
20
④
）

奈
良　
　

毅
（
昭
26
）

進
藤　

重
明
（
昭
42
）

鎌
田　

孝
一
（
昭
21
）

川
尻
日
出
男
（
昭
27
）

鎌
田　

修
一
（
昭
30
）

門
間　

久
直
（
昭
46
）

芋
田　
　

匡
（
昭
16
）

佐
藤　

正
樹
（
昭
45
）

小
野　
　

悟
（
昭
22
）

2
月
加
藤　

秀
雄
（
昭
26
）

羽
川　
　

潔
（
昭
29
）

大
里　

耕
作
（
昭
20
④
）

佐
藤　

達
彌
（
昭
25
）

藤
丸　

隆
樹
（
昭
32
）

宮
脇　

磊
介
（
昭
25
）

根
田　

好
文
（
昭
28
）

佐
藤　

健
哉
（
昭
15
）

境
屋　

博
儀　
（
昭
34
）

小
貫　

三
郎
（
昭
23
・
24
）

猿
田　

政
幸
（
昭
25
）

3
月
鐙　

登
喜
男
（
昭
32
）

長
野　

佳
司
（
昭
29
）

渡
邉　

純
夫
（
昭
22
）

牛
丸　

欣
士
（
昭
29
・
30
）

高
堂　

信
吉
（
昭
16
）

佐
々
木
貞
吉
（
昭
33
）

高
橋
祐
之
助
（
昭
26
）

鍋
倉　

昌
道
（
昭
18
）

鈴
木　

協
一
（
昭
26
）

4
月
武
内　
　

庸
（
昭
29
）

丸
山　
　

健
（
昭
14
）

㊟
（
昭
20
④
）
は
旧
制
中
学
を

4
年
で
卒
業
、
（
昭
20
⑤
）
は

5
年
で
卒
業
し
た
こ
と
を
表
す

丸
山 

健 

元
会
長
逝
去

　

同
窓
会
第
7
代
会
長
を
10
年
余
（
平
成
5
年
8
月
～

同
15
年
10
月
）
に
わ
た
っ
て
務
め
た
丸
山
健
氏
が
、
4

月
9
日
逝
去
し
ま
し
た
。
享
年
92
歳
で
し
た
。

　

丸
山
元
会
長
は
昭
和
14
年
に
旧
制
秋
田
中
学
を
卒

業
、
東
北
大
学
法
文
学
部
法
学
科
に
進
学
し
て
か
ら
は

学
究
の
道
を
進
み
ま
し
た
。
昭
和
30
年
東
北
大
学
助
教

授
、
同
40
年
教
授
、
同
52
年
か
ら
は
5
年
間
静
岡
大
学

学
長
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
後
古
里
秋
田
に
戻
り
、
秋

田
経
済
法
科
大
学
（
現
・
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
）
の
学

長
に
就
任
。
県
の
各
種
審
議
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
に

つ
き
、
母
校
同
窓
会
長
に
も
、
と
白
羽
の
矢
が
立
っ
た

の
は
そ
ん
な
実
績
と
人
望
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ

た
と
、
当
時
の
同
窓
会
報
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

会
長
在
任
中
に
は
、
現
在
の
同
窓
会
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
全
員
会
費
制
の
導
入
や
、
「
規
約
」
を
「
会

則
」
と
改
め
た
り
条
文
形
式
を
取
り
入
れ
た
り
、
法
律

学
者
と
し
て
の
知
識
を
生
か
し
同
窓
会
整
備
に
尽
力
し

ま
し
た
。
ま
た
、
在
任
最
終
年
度
は
学
校
創
立
1
3
0

周
年
に
当
た
り
、
懸
案
だ
っ
た
女
子
運
動
部
室
兼
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
場
を
完
成
さ
せ
た
ほ
か
、
現
在
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
連
載
中
の
「
先
蹤
録　

秋
田
高
校
の

歴
史
に
見
る
人
物
像
」
と
「
創
立
1
3
0
周
年
記
念

誌
」
の
刊
行
な
ど
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ありし日の丸山健氏

　会員の皆様には日頃から同窓会活動に深いご理解と
ご協力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。
　さて、秋田高校同窓会の運営は、そのほとんどが会
員の皆様の年会費によって支えられているといっても過
言ではありません。円滑な同窓会活動を推進するため、

平成26年度の年会費納入に何卒ご理解とご協力をお
願い申し上げます。年会費は同封の「払込取扱票」で
納入くださいますようお願いいたします。
　年会費に関する取り決めは以下のとおりです。

1．年会費は会員1人当たり2,000円とする。
2．年会費の請求は単年度のみとし、過年度分は請求
しない。

3．�母校卒業後４年間は年会費の納入を免除する。

平成26年度
年会費納入のお願い

12



School event
　

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
6
人
と
い
う

少
な
い
人
数
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
は

い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
国
体
で
試
合

を
し
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
国
体
の
1
回
戦
、
私
は
2
︱
1

で
負
け
て
し
ま
い
、
次
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ず
チ
ー
ム
は
敗
退
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
大
き
な
大
会
で
試
合
で
き
た

こ
と
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
東
北
大
会
に
出
場
し
ベ
ス
ト

8
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
初
戦
か
ら
厳

し
い
試
合
で
し
た
が
、
落
ち
着
い
て
試
合

を
す
る
こ
と
が
で
き
勝
ち
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
負
け
た
試
合
も
自
分
の
力
を
出
し

切
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

は
全
県
総
体
で
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に

勝
ち
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
特
に
全
県
総
体
団
体
戦

は
4
連
覇
が
か
か
っ
て
お
り
、
部
員
一
人

ひ
と
り
が
勝
利
の
た
め
に
全
力
で
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
23
日
、
静
岡
市
北
部
体
育

館
で
「
2
0
1
3
さ
わ
や
か
全
日
本
一
輪

車
競
技
大
会
ソ
ロ
演
技
部
門
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
秋
高
生
で
は
私
と
1
年
生
の

藤
森
真
佑
が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
私

が
女
子
高
校
生
の
部
で
3
位
で
し
た
。

　

一
昨
年
の
大
会
で
、
卒
業
生
の
佐
藤
春

佳
さ
ん
が
総
合
優
勝
し
、
私
も
そ
の
後
に

続
こ
う
と
思
い
毎
日
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
演
技
の
出
来
は
ま
ず
ま
ず
で
し
た

が
、
上
位
2
人
と
の
技
術
の
差
を
感
じ
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
か
ら

自
分
の
演
技
を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に

さ
ら
に
努
力
し
、
少
し
で
も
先
輩
に
近
づ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
3
月
23
日
に
開
催
さ
れ

る
舞
台
演
技
の
大
会
と
夏
に
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
で
す
。
舞
台
演
技
の
大
会
で
は

2
年
ぶ
り
の
優
勝
、
全
国
大
会
で
は
グ

ル
ー
プ
演
技
の
4
連
覇
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

全
県
総
体
4
連
覇
を

目
指
し
て

�
3
年
A
組　

佐
々
木 

秋
星

ソ
ロ
大
会
を
終
え
て

�

3
年
E
組　

山
田 

華
子

　

3
月
20
日
と
21
日
に
日
本
武
道
館
で
行

わ
れ
た
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
。
こ

の
大
会
は
、
自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
個

人
戦
で
の
全
国
大
会
で
あ
り
、
現
在
の
自

分
の
力
量
を
確
か
め
る
絶
好
の
場
で
し

た
。

　

90
㎏
級
1
回
戦
は
シ
ー
ド
で
、
2
回
戦

か
ら
始
ま
っ
た
試
合
。
相
手
は
香
川
県
の

代
表
選
手
で
し
た
。
こ
の
試
合
は
、
自
分

の
練
習
し
て
い
た
得
意
技
が
上
手
く
決
ま

り
、
一
本
勝
ち
で
し
た
。

　

続
く
3
回
戦
。
相
手
は
、
本
大
会
の
優

勝
候
補
と
も
言
わ
れ
て
い
る
愛
知
県
の
代

表
選
手
で
し
た
。
中
盤
ま
で
は
善
戦
し
ま

し
た
が
、
途
中
で
相
手
の
技
を
受
け
て
し

ま
い
、
技
あ
り
を
と
ら
れ
残
念
な
が
ら
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た

が
、
大
会
を
通
じ
て
自
分
の
欠
点
を
見
つ

め
直
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
次
の
大
会

に
生
か
せ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
高
校
柔
道
選
手
権

個
人
戦
で
ベ
ス
ト
16

�

3
年
B
組　

長
田 

治
親

　

私
は
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
柔
道
の

全
国
大
会
の
個
人
戦
女
子
70
㎏
級
に
出
場

し
ま
し
た
。
昨
年
の
初
戦
敗
退
の
悔
し
さ

を
晴
ら
す
た
め
に
日
々
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
結
果
は
初
戦
で
山
口
県
の
選

手
に
延
長
戦
の
末
に
旗
判
定
で
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
回
の
試
合
で
の
悔
し
さ

を
忘
れ
ず
、
最
後
の
大
会
に
向
け
て
立
技

も
寝
技
も
自
分
の
得
意
技
の
精
度
を
上

げ
、
得
意
技
へ
の
入
り
方
も
工
夫
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
が
日
々
、
柔
道
に
励
む
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の

お
陰
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
全
県
総
体
で
は
2
連
覇
を
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、
結
果
を

残
し
て
た
く
さ
ん
の
方
々
に
恩
返
し
を
し

た
い
で
す
。

2
度
目
の
日
本
武
道
館

�

3
年
E
組　

櫻
庭 

あ
さ
ひ

（写真中央は長田君、
　　　右端が櫻庭さん）

秋田高校同窓会だより VOL.9513



School event
　

コ
ン
テ
ス
ト
は
8
月
の
県
大
会
に
始
ま
り
、
2
月
の
全
国
大
会
へ

と
続
く
も
の
だ
っ
た
。
ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
作
り
は
夏
休
み
前
か
ら
始

め
た
。
自
分
の
思
い
を
適
切
に
表
現
す
る
た
め
の
段
落
構
成
や
語
句

の
推
敲
に
苦
労
し
た
が
、
や
っ
と
納
得
の
い
く
原
稿
が
で
き
上
が
っ

た
時
の
達
成
感
は
大
き
か
っ
た
。

　

全
国
大
会
は
2
月
9
日
、
9
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
た
各
代
表
2

人
ず
つ
、
計
18
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
出
場
者
は
そ
れ
ま
で
に
出

会
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
卓
越
し
た
英
語
の
能
力
を
持
っ
た
人
た

ち
だ
っ
た
。

　

私
の
ス
ピ
ー
チ
タ
イ
ト
ル
は
「Let us say yes to our lives

（
人
生
に
イ
エ
ス
と
言
お
う
）
」
。
こ
れ
は
精
神
学
者
の
ヴ
ィ
ク

ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
が
強
制
収
容
所
で
の
体
験
に
基
づ
い
て
語
っ

た
講
義
録
の
題
名
だ
。
私
は
中
学
生
の
時
、
持
病
の
手
術
の
た
め
入

院
し
た
病
室
で
、
難
病
に
冒
さ
れ
な
が
ら
懸
命
に
生
き
る
高
校
生
に

出
会
っ
て
感
銘
を
受
け
た
体
験
を
基
に
「
生
き
る
こ
と
に
肯
定
的
な

姿
勢
を
と
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
。
そ
ん
な
思

い
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
乗
せ
た
自
分
の
ス
ピ
ー
チ
が
評
価
を
い
た
だ
い

た
喜
び
は
何
に
も
代
え
難
く
、
今
後
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
う
。

　

た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
い
た
英
語
科
の
先
生
方
、
A
L
T
の

先
生
方
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
探
究
心
を
持
ち
続
け
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
。

全
国
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
で
2
位
入
賞
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私
は
9
年
間
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
を
続
け
て
お
り
、

現
在
は
秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
サ
ー
ズ
と
い
う
ク
ラ

ブ
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
1
月
10
、
11
日
の
両
日
に
東

京
・
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
第
21

回
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
」
に
お
い

て
、
フ
ル
ー
レ
と
サ
ー
ブ
ル
の
2
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
フ
ル
ー
レ
が
予
選
落
ち
、
サ
ー
ブ
ル
は
予
選
通

過
し
た
も
の
の
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
1
回
戦
敗
退
と
思

う
に
ま
か
せ
ず
、
全
国
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
生
と
試
合
を

し
た
り
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
試
合
を
見
る
こ

と
が
で
き
非
常
に
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
今
回
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
ま
だ
果
た
せ
て

い
な
い
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
を
実
現
し
、
さ
ら
に

は
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
き

た
い
で
す
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は
ま
だ
マ
イ
ナ
ー
な
ス

ポ
ー
ツ
な
の
で
、
納
得
の
い
く
結
果
を
残
す
こ
と
で
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

去
年
の
11
月
24
日
に
大
仙
市
で
行
わ
れ
た
秋
田
県
高

校
文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
に
お
い
て
、
僕
た
ち
「
港
ば

や
し
保
存
会
」
は
土
崎
港
祭
り
で
演
奏
す
る
港
ば
や
し

を
披
露
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
は
他
に
由
利
高
校
の
秋
田
民
謡
も
受
賞

し
、
こ
の
2
団
体
は
今
年
8
月
に
茨
城
県
で
行
わ
れ
る

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

僕
た
ち
は
港
ば
や
し
だ
け
で
な
く
秋
田
音
頭
も
踊
り

た
い
と
企
画
し
、
高
校
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
10
人
の
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
自
分
た
ち
で
練
習
場
所
を
探
し
、

例
年
よ
り
早
く
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
保
存
会
の
方
々
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
発
表
の

時
の
灯
籠
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
ス
テ
ー
ジ
が
と
て
も

華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
本
番
で
は
港
祭
り
で
は
見
ら

れ
な
い
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
1
曲
が
終
わ

る
た
び
に
拍
手
が
起
こ
り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

今
年
8
月
の
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
茨
城
大
会
で

は
、
応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
に
感
謝
し
て
頑
張
っ
て

き
た
い
で
す
。

フ
ェン
シ
ン
グ
ジ
ュニ
ア

五
輪
に
出
場
し
て

�
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港
ば
や
し
が
最
優
秀
賞

全
国
高
文
祭
出
場
へ
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小 国 輝 也
（昭和57卒）

代表取締役社長

菓子づくり１３０余年

http://www.eitaro.net

《美しさを世界に求めて》

代表取締役

〒011-0956 秋田市土崎港中央5丁目7番17号
TEL 018－845－0947

株式会社 ナベシマ
鍋 島 喜 隆

（昭和37卒）

コンタクトレンズ
かもめコンタクト

018－845－4488018－845－0947

〒010－0925

寺　田　俊　夫
　　　　　　　（昭和37卒）

寺田内科医院
院長

秋 田 市 旭 南 一 丁 目 １ － ６
TEL 0 1 8 － 8 6 2 － 4 6 2 8
FAX 0 1 8 － 8 6 3 － 6 8 0 9

内科・循環器内科・呼吸器内科・消化器内科

（昭和37卒）
院長　佐々木　弥（認定内科医・循環器専門医）

受付時間
月～金／午前8：30～12：00　午後3：00～6：00
土曜日／午前8：30～12：00（午後休診）
休診日／日曜日・祝日・第2、4土曜日

☎（018）880-2380　FAX（018）880-2381
〒011-0942 秋田市土崎港東4丁目5-38

内科
循環器科

院　長

ハハヨ
TEL 018－884－3939

藤 盛 亮 寿
（昭和37卒）

医療法人 すずき眼科

鈴　木　明　子
　　　　　　　（昭和47卒）

院　長

　
秋田市仁井田新田一丁目１番36号
〒010-1427

TEL 

加藤建設株式会社

代表取締役

〒011-0904
秋田市寺内蛭根一丁目15番22号
TEL 018－862－7947㈹
FAX 018－862－5667
s-kato@kato-kensetsu.com

加 藤 俊 介
（昭和47卒）

代表取締役

〒010-0921 秋田市大町2丁目7番26号
TEL 018－864－4561㈹
FAX 018－864－4564
E-mail：iw-towa_3.1@room.ocn.ne.jp
URL：http://www.akitanet.jp/towa/

内装・防水工事設計施工

野 口 久 栄
（昭和47卒）

弁 護 士

秋田市山王六丁目20番22号
TEL 0 1 8－8 2 4－ 6 0 0 7
FAX 0 1 8－8 2 4－ 6 5 5 5

木元愼一法律事務所

木 元 愼 一
（昭和47卒）

〒010－0061　秋田市卸町二丁目２番７号
TEL　 FAX　
info@akitamarugotoitiba.co.jp

会　長　大 島 康 右
（昭和44卒）

社　長　大 島 紳 司
（昭和47卒）

代表取締役

〒018-1516
南秋田郡井川町浜井川字土樋160番地
T E L  0 1 8 － 8 7 4 － 4 0 1 0
F A X  0 1 8 － 8 7 4 － 4 0 1 1

宅地建物取引主任者／不動産コンサルティングマスター

井川エステート有限会社
不動産のこと何でもお気軽にご相談下さい

森　田　卓　二
（昭和57卒）

〒010-0875 秋田市千秋明徳町3-48
TEL：018-832-4224
当院ホームページは、Yahoo、Googleで
「歯科明徳町クリニック」で検索！

10年後、20年後、
永続して患者さんに喜んでいただくために

院 長　佐藤 直人（さとうなおひと）

　　（昭和57卒）　　　　　　

細　部　泰　雄
（昭和57卒）

秋田市保戸野すわ町15－2
TEL 018－8 8 3－5 0 8 8
h t t p : // h o s o b e . c o m

細部眼科医院
院長

秋 田 市 手 形 字 山 崎 1 9 4－1
TEL 0 1 8 － 8 3 3 － 4 8 6 8

川　原　律　子（昭和54卒）
漆　山　裕　希（昭和59卒）

院 　 長

・ ・

川　原　聡　樹
（昭和57卒）

（昭和57卒）
　〒010－0951

５ ９ 31
ＴＥＬ 018 863 1345
ＦＡＸ 018 862 7179
E-Mail: s.miyata@sanwa-neji.jp

　 　　　
さとし

小　玉　真一郎（昭和49卒）
代表取締役社長

小　玉　康　明（平成4卒）
取締役営業部長

潟上市飯田川飯塚字飯塚34－1
T E L  018－8 7 7－210 0
F A X  018－8 7 7－210 4
www.kodamajozo.co.jp

小玉醸造株式会社
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「
♪
ル
ビ
コ
ン
の
流
れ
～
っ
、
雄
姿
を
宿
し
～
っ
、

…
…
」
。
私
た
ち
ラ
グ
ビ
ー
部
の
練
習
は
、
い
つ
も
部
歌
を

歌
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
部
歌
を
歌
う
こ
と
で
自
然
と

力
が
湧
い
て
き
て
部
活
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

今
私
た
ち
は
部
員
13
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
3
人
の
計
16
人

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
部
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
部
員
が
少

な
い
時
こ
そ
良
い
雰
囲
気
で
練
習
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
走
る
メ

ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
だ
け
は
で
な
く
、
セ
ッ
ト
ご
と
に
お
互
い
の
名
前
を
大
声

で
呼
び
合
い
、
つ
ら
さ
を
乗
り
越
え
て
い
ま
す
。

　

秋
高
ラ
グ
ビ
ー
部
の
最
大
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
上
下
関
係
の
つ

な
が
り
の
深
さ
に
あ
り
ま
す
。
現
在
所
属
し
て
い
る
部
員
の
上
下
関
係
だ
け

で
な
く
、
卒
業
し
た
O
B
の
方
々
が
時
間
を
割
い
て
練
習
に
来
て
く
だ
さ

り
、
大
い
に
私
た
ち
の
力
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
部
活
動

に
は
な
い
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

2
月
25
日
、
私
た
ち
の
偉
大
な
O
B
で
あ
る
新
日
鉄
住
金
の
進
藤
孝
生
さ

ん
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
進
藤
さ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
人

生
、
す
な
わ
ち
ラ
グ
ビ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
聞
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
練
習
は

不
可
能
を
可
能
に
す
る
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
こ
の
言
葉
を
信
じ
て
部
活

動
に
限
ら
ず
勉
強
で
も
、
不
可
能
を
可

能
に
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

秋
田
の
長
い
冬
も
終
わ
り
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
ラ
グ
ビ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
突

入
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
や
っ
て
き
た

ラ
ン
、
ヒ
ッ
ト
な
ど
の
積
み
重
ね
が
結

果
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
こ
と
を
信
じ

て
、
私
た
ち
ラ
グ
ビ
ー
部
は
夢
の
舞
台

花
園
を
目
指
し
、
今
日
も
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
一
心
不
乱
に
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
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文
芸
部
で
は
、
各
部
員
が
書
き
溜
め

た
作
品
を
月
1
回
の
合
評
会
で
批
評
し

あ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
不
定
期
に

行
う
題
詠
や
年
2
回
他
校
と
の
合
同
短

歌
会
な
ど
多
様
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
、
秋
高
祭
で
販
売
す
る
部
誌

「
琢
磨
」
の
制
作
に
向
け
、
部
員
の
創

作
企
画
や
学
校
外
で
見
聞
を
広
げ
る
外

部
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
問

題
な
の
は
外
部
企
画
の
詳
細
が
い
ま
だ

に
固
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
昨
年

も
外
部
企
画
に
あ
た
る
部
員
の
座
談
会

が
決
ま
っ
た
の
は
か
な
り
遅
い
時
期
で
し
た
。
外
部
企
画
は
毎
年
の
部
長
の

悩
み
の
種
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
悩
み
の
種
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
文
芸
部
の
活
動

は
基
本
的
に
ゆ
る
い
の
で
今
は
部
員
全
員
が
兼
部
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
3
月
下
旬
だ
と
運
動
会
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を

し
て
い
る
部
員
も
練
習
に
忙
し
く
、
月
1
回
の
合
評
会
に
部
員
が
ほ
と
ん
ど

集
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
た
び
た
び
で
す
。
部
長
は
正
直
、
胃
が
痛
い
で

す
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
部
誌
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
係
な
く
、
と
い
え
ば
嘘
に
な

り
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
も
の
を
書
い
て
い
き
た
い
で
す
。
…
…
文
章
力
や
表

現
力
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
部
員
は
私
だ
け
で
な
い
は
ず
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
気
が
付
い
た
ら
今
年
度
も
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
ク
ー
ル

で
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
8
回
全
国
高
校
生
短
歌
大
会
（
短
歌
甲
子

園
）
で
団
体
準
優
勝
（
河
田
沙
季
、
布
谷
み
ず
き
、
松
岡
）
し
た
ほ
か
、
個

人
で
は
私
が
最
優
秀
作
品
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
3
回
中
・
高
生
ま
な
V
I
V
A
!
小
説
大
賞
で
は
大
野
瑞
希
が

見
事
大
賞
を
射
止
め
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
、
文
芸
部
は
こ
ん
な
感
じ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。  
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▼
同
窓
会
だ
よ
り
始
ま
っ
て
以

来
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
。
誌
面
の

隅
々
ま
で
色
彩
豊
か
な
写
真
と

活
字
が
躍
り
、
だ
よ
り
は
新
た

な
息
吹
を
注
入
さ
れ
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
▼
全
国
各
界
各
層
で

活
躍
す
る
同
窓
を
取
り
上
げ
る

「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」
、
文
武
両

道
の
部
活
動
の
今
を
紹
介
す
る

「
秋
高
N
O
W
」
な
ど
新
企
画

に
も
ご
期
待
を
▼
表
紙
の
題
字

は
元
母
校
教
師
、
斉
藤
常
雄
氏

（
昭
和
42
卒
）
に
揮
毫
し
て
い

た
だ
い
た
。�

（
半
可
通
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

フ
ル
カ
ラ
ー
に
し
ま
し
た

「
秋
高
同
窓
会
だ
よ
り
」
は
今

第
95
号
か
ら
「
秋
田
高
校
同
窓

会
だ
よ
り
」
に
名
称
を
変
え
る

と
と
も
に
誌
面
を
大
幅
に
刷

新
、
印
刷
も
フ
ル
カ
ラ
ー
に
切

り
替
え
ま
し
た
。
印
刷
会
社
と

の
協
議
の
中
で
、
フ
ル
カ
ラ
ー

化
し
て
も
従
来
の
予
算
の
範
囲

内
に
収
ま
る
と
い
う
提
案
が
あ

り
、
運
営
委
員
会
、
理
事
会
に

諮
り
了
承
を
得
た
も
の
で
す
。

こ
の
結
果
、
今
後
写
真
は
も
と

よ
り
広
告
版
下
も
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
に
よ
る
入
稿
に
限
り
カ

ラ
ー
広
告
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

秋高
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集
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